
はEIl-12住居址を切っている。EIlー 11住居址の床面出土土器（第103図702)はIl群A類の

浅鉢形土器で、 ETI -12住居址の炉埋設土器（第105図732)はI群C類である。

他にも重複l関係はあるが、 一方あるいは両方が粗製J::僻であったり、破損のために｛本部文様

の詳細が不明であるために詳しくは分からない。

I群~ill群のうち、鎖状隆起線とボタン状突起を識別形質にするm群は後期初頭に位四づけ

られるであろう 0 [I群A類のうち、中空突起をもつ30・33は］群A類にみられる体部文様をも

つ。器形や口縁部文様構成は全く異なるが、イ本部文様にはl群A類との強い関係がうかがえる。

しかし、両者の関係が新旧関係としてあるのか、系統の異なるものとしてあるのかは明らかで

はない。先にも述べたように 1は25を切っている。もちろん、炉埋設土器は、住居址を構築す

る梨団に固有の土浩が使用されると仮定してのことである。25は浩形や文様構成からは30・33

に近い仲間の可能性がある。Il群B類27は 1例だけで、全体に占める位骰は不明である。I群

B類は1本部中部に波状沈線がめぐり、文様がイ本部上半にl成1mするが、丹羽 (1981)はそのよう

な特徴の土器を大木10式土器の第II段階に位慨づけている。しかし、 1群A類やC類との前後

関係や系統的な関係は明らかでない。1群C類に含めた23は口縁部内面に隙起線がめぐる。文

様単位を横方向の磨消帯でつなぐ文様意匠は25との関連がうかがえる。本迫跡の場合、口縁部

内面に隆起線をもつもので竹管文を伴う例がある。23は、器形的には26などへつながる可能性

があり、内面の隆起線は外面へ転化してゆくものかもしれない。

本迫跡の大木10式に併行する土器群I群 .ll群は文様や器形を識別形質にしてさらにいくつ

かに細分できる。しかし、例えば14や17と33の関係では、器形や口縁部文様構成が全く異なる

にもかかわらずf本部文様には類縁性力氾忍められる。土器分類には、形態的形代を識別形ttにすると

同時に系統的にみることができる形質の検討が必要であろう。その慈味では、丹羽 (1981)が

指摘しているように、附位的にまとまりをもった衣料の操作によって時問的な前後関係が決め

られなければならないであろう。第246図に掲載した土器群に時間的な序列を与えることは今後

の作業である。

2. 「剥片貯蔵」（第240-245図、固版86-88)

住居址の柱穴や壁寄りのピッ ト・床面 ,-.に剥片が狛合した状態で出土する例が数多くあっ

た。出土位沢の共通性と選別された倒片の集合状態は、廃棄にかかわるものではなく、貯蔵形

態をあらわすものと考え、 「剥片貯蔵」の仮説をたてた（高稿ら、 1978。なおpriorilyは森橋

文夫にある）。 大木10式に併行する時期の14棟の住居址に確認され、 1住居址に2~3ヵ所があ

る場合もあり、合計では20例になる（第2表）。剥片数は披小4片から最大72片である。
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出士賓料の接合は全部に試み、 5f列を図示した （第240-245図）。 第240図はDIl-3住居址出

土の接合例である。3種類の石質のもの15片が秘合し、13片を占める硬質凝灰質泥岩12片が接

合した。粒径7.6cm士の亜円礫を索材にし、すべて自然面を打面としている。打面は、例えば1・

2と6-8では1so・、6・8と7では90゚転位されている。10は併I]縁に微細剥離痕が認められる。第

241[:J<IはDIIl-7住居址の珪質泥岩23片のうち接合した 3プロック19片の例である。全休の形状

は復元できないが、粒径7.2cm土の亜円礫が索材 となる。この例では打而は自然面を除去して

作出している。第242図2633は、E1I —4住居址No.l出土の珪質極細粒凝灰岩9片が7片接合と 2

片接合の2プロックになる。粒径8cm士X4.2cm士程度の亜円礫が索材で、打面は自然面を使い、

すべて 1方向からの剥片剥取をおこなっている。第242図2634は、EIT-4住居址No.3出土の硬

n泥岩21片のうち16片が3プロックに分かれて接合したものの一部である。この部分での打撃
方向は一定である。 6~8は自然面が除去されている。3・4の側縁には微細剥離痕が認められ

る。 5片が接合した他の小プロックは打而の転位がランダムにおこなわれている。これは母岩

があらかじめいくつかに分割されていることによるのかも知れない。第243-245図はEDI-

8住居址の接合例である。硬質泥岩72片のうち56片が4プロックに分かれて接合した。2635dは

2635eと2635gが接合した状態の図である。2635eでは大部分が自然面を打面とし、ほぼ同一方向

から泉lj取されている。それに接合する2635g(2635hを含む）は2635eとは反対側の自然面 ・風化

而を打両とする 1群とともにそれと90゚ の打面をもつ 1群とで構成される。2635a・26356・2635i

は2635dに接合できなかったプロ ックである。

以上の接合例にみられる傾向は、いずれも主に自然面を打面として同一方向から糸り取できる

だけの糸IJ/ヤを得たあとに打面を転佐していることである。石核や打面の調整はおこなわれてい

ない。 したがって、得られた泉LJ片は規格化された大きさや形状をもたないランダムなものにな

る。

集合状態にある剥片の構成は、単一石核からのものが全部を占める場合と石質が異なる複数

の石核から剥取されたものが混じっている場合とがある。前者にはElli-8住居址の例などがある。

後者の例のひとつにEIl-2 f主居址No.lがある。7種類の石質の剥片が集合しているが、 62

片のなかには黒耀石 1片 ・破離質流紋岩 1片 ・王髄4片などが含まれ、もっとも数の多い珪

質泥岩でも27片である。

剥片は大部分が紺J取されたままのものである。 しかし、使用痕をもつ剥片や2次加工された

製品を含む場合がある。Dill-71主居址心2の11片中には石鏃1点が含まれ、E[lー 8住居址

では43片のなかに削器2点 ・鋸歯縁石器1点 ・削器状石沿2点 ・使用痕のある剥片9点が人っ

ている （使用痕としたものは肉眼で観察できる微細倒離痕を指す）。

完全な石核に復元できる例がなく、復元できた点数以上に欠落した剥片も多い。貯蔵が、2次
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加工を施して製品化するための素材貯蔵なのか、あるいは使用痕のある剥片などにみられるよ

うにそのま まの使用を目的にしているのかについては確実なことは言えない。

湯沢迫跡のほかにも県内の調査例にはいくつかの類例がある。邸畑追跡 （鈴木ら、1980) ・ 

長者l至敷迫跡 （高橋ら、 1981)・名高根迫跡 （三浦、 1983)ではいずれも中期末葉の住居址にみ

られ、湯沢追跡の場合と時期にも共通性があることが注目される。

第2表 「剥片貯蔵」一覧表

~ 住居址名 地点 ,'Iにl:f立沼 剥片数接合数 石 質 陥考襴 図版

I Dll-3 
南求壁際

15 12 
硬伐泥質i,ttJ,I;岩(1) 石1t糾1粒蹂灰岩(1) u—fie (2) 240 

小ピット 硬償i廷灰炊泥岩(131 折断石謡1)

2 D111-7 No. 1 柱六塊土J:部 23 16 珪ft泥岩i23l u—fie Ill 241 

3 Dlll-7 No. 2 墜際，トピット 11 2 
珪買極細粒i疑灰岩0l 流紋岩n岩石(8)U-fle (1) 
硬'i't凝灰質泥岩（］）硬m尼店(1) 石鏃II

4 Dillー8 柱穴埋土卜部 70 2 珪n泥岩(52) 珪附極細拉凝灰店118) u―fie (8) 
珪的疑灰炊泥岩(5)王ず凶4)

5 En-2 ふ l 瞭際ピット 62 2 
破瑠質流紋岩(l) 黒燿石(I) U-fle !31 
珪質極細粒凝Iii.岩仰珪nilt沿⑰
石買細粒凝灰岩(7)

6 Ell-2 i'h 2 床面虹上 8 不明

7 Ell-4 ぬl 小ピット 27 18 
珪1'f泥岩Ill)珪質極細粒浜1夭岩{9) 242 
珪質漉灰牧泥岩(7)

8 E Il-4 N<i 2 壁柱穴 19 12 鉄石英⑱

， E0-4 油 3 浅皿状ヒ y ト 21 16 硬炊泥岩(21) U-fle (61 242 

珪1't泥む(13) 珪w駐／天買泥料17) 削器(2)U—fl"9I 

10 E0-8 
北直壁寄り

43 4 
珪質極細粒i迂Iii.岩Uot 緑色凝1火岩tI) 鋸沿緑石沿(I)

床而 I・● 石英安Ill岩11角礫凝)~岩U) 削僻状石器21
破璃t't流紋岩(1)

11 E ll-15 
西南盟寄り <19 6 

珪11泥岩(1)硬'Iむ）t店(l) u—fie (5) 
床面上 珪質凝1火灼尼岩(47)

12 Effi-8 72 硬代泥岩('/2)
243 

墜柱穴 56 u—fie (51 I 
245 

13 F 0-7 柱穴状ビ／ト 16 硬f't泥岩16)
U-fle (2) 
2次bD工のある叙j片(2)

14 GU-2 池 l 北西壁寄り 32 珪質i疑灰買泥岩(32)
削器状石淵21

小ビソト U-fle 191 

]5 G IJ-2 ~2 周溝 17 
珪釦尼店(l) 珪'.l't凝／戎質ile岩(I) U-fle (3) 
破璃買流紋岩(1) 珪竹極細粒凝Jli岩(14)

16 G [1-2 No. 3 周溝 4 3 珪質泥料3)珪1~極科11拉凝IT<料 I)
掻沿破／ヤ(I)

u—fie (3) 

17 cn-s 西隈院 ,1ヽピット 数俯l 不 明

18 G 0-10 床面 I: ， 珪f'(il~岩(3)硬m尼料5)
硬収泥m疑灰岩(1)

19 C n-19 
北壁際 ， 硬ft凝l1<.f'ti尼射[2)珪t'til収射(7) U-fle (2) 
床1fiiI: 削跳2)

20 H IJ-3 南阻際，Jヽピット 20 硬代凝11<質泥岩!Sl珪'l't;/io岩(5)

U-flc: 使用痕のある紺J片
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なお、r遺構編』の本文中に記載した刻片数と第2表の数とが異なっている場合があるが、第1

2表の数が正しいものとして訂正する。

3. 堅果類 （図版90)

遥構から出土した堅果類を一・'姦表にした（第3表）。 堅果類を出土した迫構の種類と数は、住

居址が23棟、フラスコ形ビットが2基、不整形ピッ ト1基である。

迫構の精査時に兄付けることができた堅果類は可能な限り取り上げたが、採秘を目的にして

鵬こかけることなどの方法はとっていない。したがって、第3表にあげ追構数と乾煉煎拭は偶

然性の強い限られた貧料である。しかし、住居址にかぎれば、 23棟は総数160棟の約 14%を占

めている。

堅果類は、オニグルミ・ドングリ ・クリの 3種類がある。 ドン グリと したものは、本遺跡の

地理的位閥と時期から考え、コナラ ・ミズナラの類である。 出土件数は、オニグルミ19/flj・ド

ングリ 9例 ・クリ6f91jである (No.12と13・21・22はそれぞれ 1例と して数えている）。 乾媒重：,t 
の合計は、オニグルミ137.52g・ ドングリ98.74g・ クリ30.9gである （分離できなかったNo.16は

除外）。）f多が良く残っている1個体あたりの乾媒重批は、オニグル ミ2.4g・ドングリ0.74g・クリ

0.52gであり、その値で乾躁重駄の合計を割ると、オニグルミ約57個 ・ドングリ約133個 ・クリ

約59個の個体数を仮定することができ る。

なお、 EIIー 30住居址からは,:応し栗を校倣した土器がti',±している（第126図1040)。

第3表堅果類出土遺構

ヽ 遠渭名 出上¼I!£・地点 積 碩 乾燥§(!,t{S, 遺 構名 出J:J;f位・地点 I屯 類 屹伐賃t,tl!P

I C IO -Jf~l,,,JJI: 11i 面 オニグルミ I 7 18 C II-1 ft居址 f,li 面 ドング IJ 24.、1

2 C UI-IHF. 居址 塊 J: 4ニグ凡ミ I 5 19 C n -5 CE居址 柱 穴 I・ ✓ グリ 30. り

3 Dll-511:(lllll; 埋 I: オニグルミ 4i 3 20 G R-9f~ 居址 床 面 ャニグ"，ミ 2.25 

4 D Ul-7 fc,•ilil: 埋 I: 才ニグルミ 0.65 21 C 11-10!1:l;J址： 床 Iii ャニグルミ 5.02 

s E TI-6ff. 柑址 が ,. ーグ,_ミ 0.15 22 C 11-IO(U!l址 煉 t -t-グルミ I.I 

6 E U-16fl<'1JJ!: 炉珊没 t~i 4ニクルミ 1.2 23 C 11 - IO!U•,~t 埋 I: ドンク,, (), 15 

7 E II - 17fH •JJic 炉 -i・.::. グ9レミ o. 7 24 GII-I6ft:Iぷ址 坪 I: ，， ,, o.a; 

8 E IJ -201t~ 址 Jq¥ I: オニグルミ 39.5 25 H ll-5fF.!,'/址 哩 ヒ ドング，1 20.6-i 

9 E II -20/F.I,,, 址 JIil I: ドングリ 1ヽ.2 26 fl II- 5 fV,•1址 ,;, 面 i =-グII,ミ 0.55 

tO E: 11 -20!~.N~I: 咤 I: ク リ 1.0 27 H Il-7 (~1,1; 址 が ドンク IJ o.~5 

11 E ~' - 4 m•,~I; 往 穴

＇ 
リ 20 8 蕊 H 0-8/F. 屈址 塊 I: ドング,, 13.;; 

12 E ~• -5 ftl•,Jit " rln ク •I 0.6 29 HU-8f以居址 雌 I: オーグ1しi 10.45 

13 E ~•-5 fr,1,•iltl: It 穴 7 リ 7.65 30 H ll -13fH•l址 往 穴 ドングリ 〇.6

l•I Fll -6(tl.•; 址 埋 l. オニグ9し: 15 9 31 cm-,97ラスコピ介 月 J: ,1ニグ11,ミ 1.0 

15 F 11-IOf以TI址 柁
,., 

オニクルミ 0 9 32 GU-557, スコビガ• 狸 J:I: 沼 オニグルミ 1.55 

16 F 11-12化駈址 lli I届 オニクールミ＞ク'I 1.3 33 I D-151不望影ピ介 埋 J: オニグ9しミ 6. I 

17 F 11-ISfl;Wil: 沌 L ，ト―:,グ., 3 I 
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